
高知工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報通信工学
科目基礎情報
科目番号 N4025 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 SD エネルギー・環境コース 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 参考書：「マスタリングTC/IP 入門編」竹下隆史，村山公保，荒井透，苅田幸男 共著，オーム社
担当教員 岡村 修司
到達目標
1. 高速パケット通信技術，広帯域通信技術，インターネット・プロトコルの基本を理解し，説明できる。
2. Linuxのファイルシステムを理解し，基本的な操作ができる。
3. SSH，DNSの仕組みを理解し，説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
高速パケット通信技術，広帯域通
信技術，インターネット・プロト
コルの基本を理解し，説明できる
。

高速パケット通信技術，広帯域通
信技術，インターネット・プロト
コルの基本を理解している。

高速パケット通信技術，広帯域通
信技術，インターネット・プロト
コルの基本を理解していない。

評価項目2 Linuxのファイルシステムを理解し
，基本的な操作ができる。

Linuxのファイルシステムを理解し
ている。

Linuxのファイルシステムを理解し
ていない。

評価項目3 SSH，DNSの特仕組みを理解し
，説明できる。

SSH，DNSの仕組みを理解してい
る。

SSH，DNSの仕組みを理解してい
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等
概要 プロトコル，名前解決などのインターネットの構造を理解する。併せて，研究・開発用OSであるLinuxの基本的な操作

方法を修得する。

授業の進め方・方法 講義と演習を組み合わせた授業形態とする。授業はパソコン室のLinux環境で行う。スライドを用いて，学習内容の説明
を行う。学習の理解を深めるため，適宜，課題を与える。

注意点
試験の成績を70％，平素の学習状況（課題等）を30％とし，総合的に評価する。成績評価は中間と期末の各期間の評価
の平均とする。授業を受けても理解できない内容は，質問するなどして，理解するための努力を怠らないこと。システ
ムの操作中は他の学生と相談してもよいが，各自が主体的に取り組むことが重要である。指定された期日までに課題が
提出されなかった場合，減点することがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
Linuxの基本操作（１）

授業の進め方や評価方法を理解する。
ファイル操作に関する基本命令を実行できる。

2週 Linuxの基本操作（２） シェルの基本機能を理解し，利用できる。

3週 通信技術 高速パケット通信，広帯域通信の基本的な仕組みを理
解し，説明できる。

4週 SSH（１） sshの概要を理解し，サーバを利用するための基本的な
設定を行う。

5週 SSH（２） クライアントとしてsshを利用するための設定を行う。
6週 SSH（３） クライアントとしてsshを利用するための設定を行う。

7週 TCP/IP（１） TCP/IPの階層構造およびリンク層の仕組みを理解し
，説明できる。

8週 TCP/IP（２） TCP/IPのインターネット層，トランスポート層，アプ
リケーション層の仕組みを理解し，説明できる。

2ndQ

9週 情報セキュリティの基本（１） 情報セキュリティが満たすべき性質を理解し，説明で
きる。

10週 情報セキュリティの基本（２） 基本的なセキュリティ対策，侵入検知システム，侵入
防止システムの概要を理解し，説明できる。

11週 DNSの概要（１） DNSの概要を理解し，説明できる。
12週 DNSの概要（２） BINDの設定法を理解し，説明できる。
13週 DNSの概要（３） BINDの設定法を理解し，説明できる。
14週 メールシステムの概要（１） メールシステムの概要を理解し，説明できる。
15週 メールシステムの概要（２） メールシステムの設定法を理解し，説明できる。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 3 前10,前11

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 3
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 3

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 3 前8,前9



評価割合
試験 平素の学習状況 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 20 0 0 0 0 70
専門的能力 20 10 0 0 0 0 30
分野横断的的能
力 0 0 0 0 0 0 0


